
ＲＣＶ５８ＣＤ エンジン取扱説明書 

このたびはＲＣＶエンジンをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 
警告！ＲＣＶエンジンを運転される前に同封の説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。 

 
安全上のご注意 

＊ ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
＊ この安全上の注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。いずれも

安全に関する重要な内容ですので必ず守ってください。常に安全を心がけエンジンの馬力を軽視しないこ

と。エンジンを安全に使用するのは、あなた自身の責任です。いつも注意深く分別ある行動をして楽しく

使用してください。 
！ 警  告 ！ 

▲ 回転しているプロペラには絶対に触れないでください。ケガの原因になります。 
▲ 燃料は有毒です！目や口に入れないでください。幼児や子供の手の届かない冷暗所で保管してください。

健康を害する恐れがあります。 
▲ 燃料は火気厳禁です。火災の恐れがあります。 
▲ 換気の悪い場所（密閉したガレージや室内等）で運転しないでください。有害な一酸化炭素等を排出しま

すので必ず戸外で運転してください。健康を害する恐れがあります。 
▲ 運転中、運転直後のエンジン本体やサイレンサー、マニホールドは高温になりますので触らないでくださ

い。やけどの恐れがあります。 
！ 注  意 ！ 

● どんなプロペラでも取り扱う上で特別な注意が必要です。プロペラメーカーの説明書に従ってください。 
● このエンジンは模型飛行機用です。模型用以外に使用しないでください。ケガや故障の原因となります。 
● エンジンは模型に搭載してから始動してください。搭載前に始動するとケガの恐れがあります。 
● 必ず消音効果の高いサイレンサーを使用してください。耳に損傷を受ける恐れがあります。 
● エンジンを使用するときは、子供や周囲の人々の安全のために、模型から１０メートル以上離してくださ

い。エンジン始動後は模型には、近付けないでください。ケガをする恐れがあります。 
● 模型にエンジンを取り付けるときは、模型の説明書の指示に従って確実に取り付けてください。エンジン

がはずれて重大な事故やケガの恐れがあります。 
● プラグを通電しての点検時は手で持たずに工具等ではさんで行ってください。また顔を近付けないでくだ

さい。コイル内の燃料が沸騰してやけどをする恐れがあります。 
● グロープラグクリップやそのコードがプロペラ回転部分にからまないようにしてください。巻き込んでケ

ガをする恐れがあります。 
● プロペラはエンジンに合った正しい大きさ（直径）ピッチのものを使用してください。破損しケガをする

恐れがあります。 
● プロペラにヒビやキズが有ったり少しでも異常があればただちに新品のプロペラに交換してください。ま

たプロペラを削ったり改造をしないでください。飛散してケガをする恐れがあります。 
● プロペラは、付属のプロペラワッシャーとプロペラナットを六角スパナで確実に取り付けてください。飛

行後は毎回ゆるみ等を点検し締めなおしてください。プロペラが飛びだしてケガをする恐れがあります。 
● スピンナーを使用するときは、エッジ（切りかき部の端面）がプロペラのブレードに当らないよう注意し

てください。飛散してケガをする恐れがあります。 
● 洋服のヒラヒラしたような部分（シャツのそでとか、ネクタイ、スカーフ等）がプロペラの近くに来ない

ようにしてください。プロペラに巻き込んで、ケガをする恐れがあります。 



！ エ ン ジ ン 始 動 時 の 注 意 ！ 
■ ＲＣＶエンジンは、上級者向けのエンジンです。初心者の方は必ず上級者のアドバイスを受けご使用くだ

さい。エンジンの破損やケガの恐れがあります。 
■ エンジンを始動するときは、安全メガネや手袋を着用し、必ずスターターを使用してください。 
■ ＲＣＶエンジンのプラグはプロペラの近くにあるので、プラグアダプター等を使用してプロペラから離れ

た場所でプラグヒートを行ってください。ケガをする恐れがあります。 
■ ニードルバルブの調整は、回転しているプロペラの後方から行ってください。ケガをする恐れがあります。 
■ アイドル調整は、必ずエンジンを止めてから行ってください。ケガをする恐れがあります。 
■ 飛行前にスロットルリンケージをチェックしてください。外れるとエンジンのコントロールができなくな

り重大な事故やケガをする恐れがあります。 
■ エンジンの運転は砂地や砂利の上でおこなわないでください。砂利等がまきあげられケガをする恐れがあ

ります。 
■ エンジンを始動させたままで模型を持ち歩くときは必ず低速運転にし、プロペラから目を離さず、自分自

身からも他人からも離してください。ケガをする恐れがあります。 
■ エンジンを停止する時は、スロットルを全閉にし、燃料供給を止めてください。その際必ず送信機側で行

ってください。ケガをする恐れがあります。 
■ エンジン停止後、プラグヒートをしなくてもクランクすると再始動することがあるのでクランクはしない

でください。事故の原因となります。 
 

Ｒ Ｃ Ｖ  Ｃ Ｄ エ ン ジ ン の 特 徴 
ＲＣＶ－ＣＤシリーズエンジンは、精密加工により製造されていますから簡単な手入れと通常の取扱手法で長

年ご使用いただけます。このＲＣＶ－ＣＤエンジンは、既存のＲＣモデル用４サイクルエンジンと同様に内部

を構成する部品と４サイクルの運転原理は完全に一般的なグローエンジンと同じものです。その結果、ＲＣＶ

エンジンは既存の４サイクル飛行機用エンジンと極めて似通った操作性を持っています。  
 

Ｒ Ｃ Ｖ － Ｃ Ｄ エ ン ジ ン の 構 造 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＲＣＶ－ＣＤエンジンは、右図のように既存のＲＣモデル用 
４サイクルエンジンと同様のデザインを採用しておりますが 
ＲＣＶエンジンの特徴であるロータリーシリンダーバルブ 
方式を採用しておりますので、既存エンジンと比較すると 
エンジン本体の高さも低くなるようデザインされております。 



Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の 構 造 と 動 作 原 理 
シリンダーデザインそのものは他のエンジンと大差なく、ピストンの回りを回転できるよう、ボールベアリン

グで支持されています。シリンダーの根元の外周には一体構造のベベルギヤーがあり、クランクシャフトに取

付けられたベベルギヤーと２：１のギヤー比で噛み合っています。ピストンが往復運動をし、クランクシャフ

トが回転するとシリンダーはクランクシャフトの半分の回転でピストンの回りを回転します。ロータリーバル

ブは回転するシリンダーの上部に設けられた横穴のポートとシリンダーの外周に配置された「タイミングリン

グ」により構成されています。タイミングリングには吸入ポート、グロープラグ穴それに排気ポートがまわり

に配置されています。このように回転するシリンダーは一体構造であるロータリーバルブを効果的に配置して

います。これがＲＣＶ（ロータリーシリンダーバルブ）の由来です。 
動 作 原 理 
このエンジンは、従来の４サイクルエンジンと全く同じように動作します。シリンダーの回転に伴って吸入ポ

ートが開きます。このとき、ピストンは下向きに動き吸入行程に入り、新しい混合気がシリンダー内に吸入さ

れます。ピストンが下死点を通った直後、シリンダーポートは吸入口を通りすぎ、シリンダーが密閉されます。

ピストンは上方に動き圧縮行程に入ります。ピストンが上死点に達する直前、シリンダーポートは混合気に点

火爆発を起こさせるようグロープラグ穴を露出させます。ピストンは膨張行程に入り燃焼した高圧ガスにより

押し下げられます。下死点直後にシリンダーポートは排気ポートを露出させ、排気ガスをシリンダー外に排出

します。排気ポートはピストンが上方に動く排気行程で４サイクル動作が完了するまで排気ポートは開いてい

ます。 
 

Ｒ Ｃ Ｖ － ５ ８ Ｃ Ｄ エ ン ジ ン 付 属 品 
ＲＣＶ－５８ＣＤエンジン本体、エキゾーストマニホールド＆マフラー、キャブレター、プロペラワッシャー 
プロペラナット、六角レンチ 

Ｒ Ｃ Ｖ － ５ ８ Ｃ Ｄ エ ン ジ ン ス ペ ッ ク 
 
行 程 体 積   ＝９．５ｃｃ（０．５８ｃｕ．ｉｎ） 
実 用 回 転 数 ＝２２００～１２０００ｒｐｍ 
最 大 出 力   ＝０．８５ｂｈｐ 
重 量       ＝５００ｇ 
マフラー 重 量  ＝５０ｇ 
クランクシャフトネジ＝１／４ＵＮＦ 
 
エ ン ジ ン 取 付 寸 法  
Ａ ＝ ８６ｍｍ 
Ｂ ＝ ６８ｍｍ 
Ｃ ＝ ８３．５ｍｍ 
Ｄ ＝ １０６ｍｍ 
Ｅ ＝ ３７．６ｍｍ 
Ｆ ＝ ４１ｍｍ 
Ｇ ＝ ４１．５ｍｍ 
Ｈ ＝ ５８ｍｍ 
Ｉ ＝ ３８ｍｍ 
Ｊ ＝ ４６ｍｍ 
Ｋ ＝ ５５ｍｍ 



キ ャ ブ レ タ ー ＆ マ フ ラ ー の 取 付 
エンジン本体にキャブレターとマフラーを取り付けます。エンジン本体のキャブレター取付口とキャブレター

の間にキャブレター袋詰に付属しているガスケットを挟み、付属のキャップビスで確実に取り付けます。 
付属のマフラーを、エンジン本体にはずれないよう確実に取り付けてください。排気方向はマフラー取付けナ

ットをゆるめることで機体に便利な方向に変えることができます。方向が決まったら必ずナットを締め付け外

れないように固定してください。飛行後は必ず毎回ゆるみ等を点検し締めなおしてください。 
 

指 定 プ ラ グ 
ＲＣＶエンジン指定プラグはＯＳ社製タイプＦプラグです。別途ご購入ください。 
タイプＦ以外のプラグを使用するとエンジン破損の恐れがあります。必ず指定プラグをご使用ください。 
警告！ エンジン始動時はプラグ取り付け位置がプロペラの近くにありますので、クリップタイプブースタ

ーコードやワンタッチブースターを使用しないでください。ケガをする恐れがありますので必ずプラグアダプ

ター（プラグヒート延長コード）等を使用して安全な位置でプラグヒートを行ってください。 
燃   料 

ＲＣＶエンジンを正常に運転するには、メタノールベースのニトロ５～１０％・オイル分は１５％以上

の燃料をご使用ください。 
１０％以上のニトロ入り燃料でテストは行っておりませんが、エンジン設計上１０％以上のニトロ混入

燃料は推奨できません。（エンジン破損の恐れがあります。） 
 

エ ン ジ ン 始 動 の 準 備  
テストベンチへの取付 
適当な隔壁（壁面）にエンジンサイズに合わせたラジアルマウント（別売）を使用してエンジンを取付けます。

ボルトとナット、タップ穴がある場合はボルトだけでエンジンをマウントに取付けます。取付けには、決して

木ネジやタッピングビスは使わないでください。 
警告！：エンジンの後方からエンジン操作が楽にできるようにしてください。 
エンジンの始動および調整をエンジンの後ろからできるようにしてください。エンジン運転中にプロペラの回

転面より前方へ出ないようにしなければなりません。絶対にプロペラのまわりで操作しないでください。 
プロペラの直径が大きい為まわりでの操作は大変難しくなります。ご使用のテストベンチが後方から操作でき

にくい場合、操作しやすい他のテストベンチをご用意ください。 
エンジンを取付けたテストベンチがエンジンの推力で引っ張り出されないよう配慮してください。 
ＲＣＶ－９１ＣＤエンジンのブレークインに最適なサイズ１４×７（別売）プロペラを取付けます。 
 
グロープラグの接続 
プロペラとプラグ取付位置が近い為、エンジン運転時にケガをする恐れがあります。決して通常のグロ

ープラグコード（ブースター）は使用しないでください。これは大変重要なことです。常にプロペラか

ら離れた位置で遠隔グロープラグアダプターに接続できるよう、アダプターからグロープラグへ配線し

なければなりません。 
エンジンをウォーミングアップする間は、グロープラグへ通電したままで高速運転をしますから、上記に記載

しました内容は特に重要です。一般のワンタッチ式グローブースター等、直接グロープラグに接続しエンジン

を運転した場合、グローブースター取り外しのさいにプロペラに巻き込まれ、ケガをする恐れがあります。 
各種リモートグロープラグアダプターは市販されております。別途ご購入ください。 
注意！ＲＣＶ社はリモートグロープラグアダプターの使用上の失敗に起因するいかなる事故に対しても

保証責任を受け入れることはできません。あらかじめご了承ください。 



エ ン ジ ン 始 動 の 方 法 
始 動 の 方 法 
エンジンの始動は、既存のＲＣモデル用４サイクルエンジンと同様に電動スターターを使用してクランクシャ

フトをまわして行います。 
ＲＣＶ社では、エンジン始動を行って生じたいかなる事故に対しても一切保証責任を 
受け入れることはできません。 

★ エンジンの始動、調整の際には必ず眼球保護めがねを着用ください。 
 
エンジンが冷めた状態からの始動 
最初にエンジンを始動するとき、またはセッティングが分からなくなった時は、まずニードルバルブを全閉か

ら約２回転半開きます。それ以外の場合は正常なセッティングから約１／４回メインニードルバルブを開きま

す。スロットルを約１／８開いた状態（高めのアイドリング）にします。エンジンが冷たく粘っているときに

は、グロープラグに通電させずに、圧縮行程が終わり上死点を過ぎたところまでプロペラを回します。次にグ

ロープラグに通電した後、スターターでクランクシャフトを回します。エンジンは回転しすぐに燃料がキャブ

レターに流れ込みます。 
ＲＣＶエンジンは設計及び開発過程で非常に始動性が良いことが立証されています。最初のプロトタイプから

いつもすぐに始動しました。一般的に、もしエンジンが始動しない場合はエンジン以外に問題がある場合があ

ります。スターターを回し約１０秒くらいでエンジンが始動しない場合は、そのままスターターを回さずに、

次のような点を調べてください。一般的なことですが、グロープラグが正常に赤熱しているか？、各ニードル

バルブの開度が適当か？、スロットルの開度が適当か？、燃料の供給関係などについて調べてください。 
 
エンジンが温かい状態からの始動 
スロットルを１／８か、そこから少し閉めた位置にセットします。始動前に上死点に合わせる必要はありませ

ん。グロープラグを加熱しスターターを回します。エンジンは特別なキャブレターの調整なしに始動するはず

です。 
 
ブレークイン 
エンジンの性能を 100%発揮させるには、ブレークインが必要です。テストスタンドでのブレークインが最適

ですが、エンジンを機体に搭載した状態でブレークインする場合は危険を避ける為、機体をしっかり固定して

ください。エンジンを始動したら、グロープラグに通電したまま、高目のアイドリングで３０秒ほど運転しま

す。スロットルをさらに約１／８程開き、やや濁った排気音がきこえるくらいメインニードルバルブを開き混

合気を濃くして運転します。この時にタコメーターをお持ちでしたら、回転数を３０００回転位に合わせグロ

ープラグへの通電を止めます。15 分ほどエンジンを回したのち 15 分間エンジンを冷却してください。 
 
通 常 運 転 
エンジンが始動したら、グロープラグに通電しながら高目のアイドリングを３０秒ほど行いエンジンのウォー

ミングアップをします。正常に運転するには最適な運転温度にする必要があります。完全にウォームアップを

しないとフルパワーが得られない場合だけでなくグロープラグの通電をきるとエンジンが停止します。高目の

アイドリングでウォーミングアップが完了すると、メインニードルバルブを正しい位置まで絞ります。スロッ

トルを２０～３０秒位かけゆっくりと全開にします。スロットルが全開になると叙々に回転が上がり最高回転

になります。ここまではグロープラグに通電したまま行います。エンジンが十分に暖まったらグロープラグの

通電を止めます。このときわずかに回転低下が認められるかもしれません。しかしエンジンが暖まってくると

もとの回転に戻ります。エンジンが暖まった状態になると安定したアイドリングと瞬時の加速が得られます。 



キャブレターの調整 
キャブレターの調整は普通のグローエンジンの場合と特に変わりません。 
メインニードルバルブの調整はスロットル全開で運転している時に調整しなければなりません。最高回転が得

られるところまでゆっくり絞ってゆき、そこからごくわずか開いて混合気を濃くします。これは飛行中混合気

がうすくなるのを補うためです。機体にエンジンを搭載した状態で調整するときには、機首を垂直に向け、そ

の姿勢でエンジンが絞りすぎの状態に入らないかチェックします。どのような状態でもエンジンが絞りすぎの

状態で運転されることを避けなければなりません。絞りすぎはエンジンの寿命を縮めるだけではなく、エンジ

ンの破損や重大な事故が発生する恐れがあります。 
 
低速の調整はアイドリングの状態で行います。一般的にアイドリングは、ごく僅か濃いめの混合気になるよう

にします。エンジンが暖まっているときは、スロットルはアイドリングの状態から最高回転へ素早く反応する

ことができます。もしエンジンが加速時にストール（停止）するような場合は、スロー調整ネジ（メインニー

ドルバルブの反対側にある）を少し「反時計方向に」戻します。混合気が濃くなりアイドリングの回転数が上

がりますから、スロットル開度を少なくしてアイドリングの回転数を下げます。 
 

エ ン ジ ン の 機 体 へ の 搭 載 
 
ＲＣＶ－ＣＤシリーズエンジンは、既存のＲＣモデル用４サイクルエンジンと同様に、エンジンサイズに合わ

せた、一般のエンジン用マウントに取付けて、搭載してください。 
エンジンマウントへの取付けには、ボルトとナット、タップ穴がある場合はボルトだけでエンジンをマウント

に取付けます。取付けには、決して木ネジやタッピングビスは使わないでください。 
 
注意！：プロペラの回転から大きなねじりの力が発生します。エンジンはしっかりと取付けてください。 
 

ス ロ ッ ト ル リ ン ケ ー ジ の 接 続 
 
スロットルアームをスロットルリンケージに接続するには、ボールリンクの使用をおすすめします。狭いカウ

リングの中でスロットルアームがスムーズに動くよう取付けます。 
 

燃 料 タ ン ク の 搭 載 位 置 に つ い て 
 
燃料タンクの搭載位置は、燃料タンクの中心線がキャブレターの中心線になるべく近くなるように搭載してく

ださい。 
 

ク ラ ン ク ケ ー ス ブ レ ザ ー に つ い て 
 
クランクケースブレザー（息抜き）は一般の４サイクルエンジンと同じです。これは大気中に息抜きをするだ

けの目的のもので燃料タンクのプレッシャーの取出しではありません。適当なシリコンパイプを接続し、出口

を機体の外に出しておきます。 
 
 
 
 



機 体 に 搭 載 し た エ ン ジ ン の 取 扱  
ＲＣＶ－５８ＣＤエンジンは、既存の４サイクルグローエンジンと同等の力を持っています。模型はこの観点

に基づき適切なサイズの機体を選ばなければいけません。 
次の２つの注意事項を守ってください。 
１、地上で運転する場合は、どんな機体でも必ず主翼をしっかりと取付けること！ 
主翼は模型の回転方向の慣性モーメントの大半を持っています。エンジンから発生するねじり振動が回転方向

の慣性力となります。主翼を取付けていない胴体自体では小さな慣性モーメントしかありません。従って胴体

単体に取付けられたエンジンは極めて大きなねじり振動の原因となります。主翼を取付けることで、この振動

は主翼の慣性モーメントにより相当量減少します。 
また胴体への主翼の取付け方法につきましては、必ず！主翼を胴体にネジを使用して取付けてください。 
ゴムバンドを使用して主翼を胴体に取付けた場合は、主翼より胴体が大きく振動し機体から発生するノイズも

増大します。 
 
２、機体の構造について 
エンジンマウント周り及びエンジンマウントと主翼の間の作りはできるだけ剛性のあるようにしてください。 
この部分に取外しのできるようなハッチを取付けることは避けるとともに、構成には良質の材料を使用してく

ださい。もしエンジンがノッキングを起こしたりノイズを出して正常に回らなかった場合、エンジンが取付け

られた胴体はエンジンの回転方向にひねられようとし、主翼はそれを止めようと働くため主翼の取付けがゆる

んできます。 
注意！：一般的なラバーマウント（フローティングマウント等）は使用しないでください。 

エンジンのねじり運動が増大され、ラバーマウントを引きちぎりエンジン脱落や 
重大な事故の発生する恐れがあります。 

 
Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の メ ン テ ナ ン ス 

通常のメンテナンス 
１日の飛行が終わった後にクランクケースブレザーからマシン油を差しておくことをおすすめします。 
エンジンを長期間保存する場合は、アフターランオイルで洗ってから保存してください。 
 

ク ラ ン ク ケ ー ス の 分 解 
 
注意！：ＲＣＶエンジンを不用意に分解しないでください。 
分解、組立に起因する損傷については保証の対象になりません。 
しかし次のような場合は、エンジンを分解しなければならないこともあります。 
１、 カーボンの除去   
２、 長期間保存する為の洗浄分解  
 

Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の 分 解 
 
まず説明書の２ページ目に記載しております、エンジン図を参照し構造を理解してください。 
１、 キャブレターを取外し、次にマフラーをエンジン本体から取外します。 
２、 クランクケース上下を固定しているキャップスクリュー６本をクランクケースから取外します。 
３、 クランクケースからピストンを抜き取ります。 

これ以上の分解をする必要はありません。 



Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の 再 組 立 と タ イ ミ ン グ 合 わ せ 
再組立で最大の難関はエンジンのタイミングが合うように歯車を正しく組み合わせることです。 
これにはちょっとしたこつと注意が必要です。 
このタイミングのチェックはキャブレターとマフラーをエンジンに取付ける前に行う必要があります。 
１、エンジンのタイミングは排気行程と吸入行程の間の上死点を基準にします。サイクルの中のこの点は、 
シリンダーポートが排気ポートと吸入ポートの丁度中間に位置します。ここで正しくタイミングをとります。

クランクシャフトを上死点に持ってゆきます。注意深く上死点の位置をクランクシャフトとクランクケースに

目印をつけておきます上死点の位置が分かるよう目印を付けておきます。 
 
３、 シリンダージャケットを持ち排気ポートと 
吸入ポートから同じだけシリンダーポートが 
見えるところまでシリンダーを回します。 
約１／８のシリンダーポートが両方のポート 
から見えるはずです。 
図３のように明るい光源のライトで吸入ポート、  

または排気ポートが良く確認できるようにします。 

図３ 

 
３、ここで２本のカクテルスティック 
（またはプラスチックか木製の楊枝状の棒）を 
シリンダーが固定されるように、両方のポート 
の開口部に差し込みます。 
 
４、シリンダーとクランクが動かないように気を付けて組み合わせ、６本の取付け穴を合わせます。 
双方の部品が動かないように気をつけて歯車を噛み合わせます。６本のネジを締め付けた後、カクテルスティ

ックを抜き取ります。ネジが一杯入る前にエンジンを回してはいけません。圧縮によりシリンダーが浮き上が

り歯車の噛み合いが外れてしまいます。 
 
５、クランクをゆっくり１回転まわして、上死点が吸入と排気の間にあることを確認してください。シリンダ

ーポートが吸入ポートと排気ポートから同じように見えるか注意して調べてください。もしそうでなかったら、

エンジンをもう一度分解し、今までの作業を最初からやりなおしてください。 
 

Ｒ Ｃ Ｖ ５ ８ Ｃ Ｄ エ ン ジ ン  プ ロ ペ ラ サ イ ズ 
RCV－５８ＣＤエンジンには下記プロペラサイズの物をお使いください。 
Ａ＝プロペラサイズ Ｂ＝アイドル回転数 Ｃ＝最高回転数 

 
Ａ、Ｄ１１×Ｐ６ (２ブレード)  Ｂ、２２００－２５００ｒｐｍ   Ｃ、８８００－１０７００ｒｐｍ  
Ａ、Ｄ１１×Ｐ７ (２ブレード) Ｂ、２２００－２５００ｒｐｍ  Ｃ、８７００－１０１００ｒｐｍ 
Ａ、Ｄ１２×Ｐ６（２ブレード）Ｂ、２２００－２５００ｒｐｍ   Ｃ、８６００－９１００ｒｐｍ 

 
木製プロペラを使用すると振動が増えるので使用しないでください。 
エンジンの慣らしの時は APC の１１×７をお勧めします。 
 
 



ニ ー ド ル バ ル ブ 初 期 設 定 値 
ニードル調整は、使用燃料や気温、湿度によっても異なります。必ず適切なニードル位置でご使用ください。 
ＲＣＶ－５８ＣＤのニードル初期設定値は、 
メインニードルバルブ → 全閉から１回転４／３戻した位置 
アイドルニードルバルブ → 全閉から３回転１／２回転戻した位置  
 

Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の 保 証 に つ い て 
保証期間中（お買い上げ日より１年間）に、正常なご使用で故障した場合、それが製造上の不備等に起因する

ものと英国ＲＣＶ社で判断した場合は無償修理をいたします。それ以上の責はご容赦ください。 
保証期間中でも次のような場合は無償修理の対象となりません。 

１、 不適当な使用による故障または損傷。 
２、 分解または改造された製品 
３、 取扱不注意による破損または返送中の荷造不完全による損傷。 
４、 グロープラグの断線 
５、 取扱説明書に記載されている注意事項に係わる故障または損傷 
６、 水没、火災、その他天災、地変による故障または損傷 
 

Ｒ Ｃ Ｖ エ ン ジ ン の 修 理 に つ い て 
よく洗浄してエンジン本体のみを、弊社（エンジェルスジャパン）までお送りください。 
「エンジン以外のものが付いていたり汚れがひどいと分解や洗浄に時間がかかり、修理代が高くなりま

す。」この時、故障時の状態及び修理希望事項を必ずお書き添えください。その際、送料等の現金を同封

しないようにお願いします。 
 
ＲＣＶエンジンの修理及びオーバーホールは、全て英国ＲＣＶ社にて対応しておりますので、修理完了

まで時間が掛かります。あらかじめご了承ください。 
 
修理品のお支払いについては、コレクトサービス（代金引換システム）により発送させて頂きますので、

お届けした際に修理代金及び送料をお支払いください。 
 
注意！ ＲＣＶエンジンの修理は当社販売エンジンのみ修理対応が可能です。並行輸入や他社販売品 

につきましては、修理対応できません。あらかじめご了承ください。 
本製品は性能向上の為、予告なく仕様変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 

 
製造元 

ＲＣＶ Ｅｎｇｉｎｅｓ Ｌｉｍｉｔｅｄ 

英国ＲＣＶ社 日本正規代理店 

株式会社 エンジェルスジャパン   

〒５８２－０００１ 

大阪府柏原市本郷３－７－１３ 

ＴＥＬ ０６－６７９０－３３３８ 

お問い合わせは：火曜～日曜 １２：００～２０：００ 


